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は
じ
め
に

　
金
融
庁
で
は
、
２
０
２
４
年
10
〜

11
月
に
か
け
て
金
融
分
野
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
の
活
用
実
態
等
を
目
的
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
当
該

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
国
際
的
な

動
向
を
踏
ま
え
て
、本
年
３
月
に「
Ａ

Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー

（
第
１・０
版
）」（
以
下
、「
本
Ｄ
Ｐ
」

と
い
う
）を
公
表
し
た
。
本
Ｄ
Ｐ
は
、

金
融
機
関
等
に
対
し
て
健
全
な
Ａ
Ｉ

の
利
活
用
を
促
す
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
６
月
に
立
ち
上
げ
た
「
金

融
庁 
Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

通
じ
て
さ
ら
な
る
好
取
組
事
例
の
共

有
や
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

本
Ｄ
Ｐ
や
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
１
回
会

合
で
寄
せ
ら
れ
た
事
業
者
等
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
中
心
に
、
金
融

分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た

（
な
お
、
本
稿
中
、
意
見
に
わ
た
る

部
分
は
、
筆
者
ら
の
個
人
的
見
解
を

示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
金
融
庁
の
公

的
な
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）。

一　
本
Ｄ
Ｐ
策
定
の
背
景

　
本
Ｄ
Ｐ
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
「
多
く
の

課
題
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
、
中
長
期
的

に
は
金
融
業
務
を
支
え
る
中
核
的
な

技
術
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
」
技
術
と
し
て
捉
え
、
Ａ
Ｉ
が
将

来
的
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ

り
方
や
金
融
機
関
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
可
能
性

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

認
識
に
基
づ
き
、
リ
ス
ク
や
規
制
面

か
ら
金
融
機
関
が
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に

躊
躇
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
規
制

の
適
用
関
係
の
明
確
化
等
を
通
じ
て

セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
の
提
供
に
努
め
て

い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
Ａ
Ｉ
は
目
的

で
は
な
く
手
段
で
あ
り
、
重
要
な
の

は
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
自
体
で
は
な

く
、
Ａ
Ｉ
な
ど
技
術
を
用
い
た
結
果

と
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
が

果
た
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

金
融
規
制
の
原
則
は
「
技
術
中
立
」

で
あ
り
、
規
制
対
象
と
な
る
の
は
Ａ

Ａ
Ｉ
活
用
を
め
ぐ
る

Ａ
Ｉ
活
用
を
め
ぐ
る
金
融
動
向
と
そ
の
法
的
留
意
点

金
融
動
向
と
そ
の
法
的
留
意
点

　　
11　
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
／

　
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
／

Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
紐
解
く

Ａ
Ｉ
官
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
紐
解
く

金
融
機
関
の
Ａ
Ｉ
利
活
用
の
現
状
と
課
題

金
融
機
関
の
Ａ
Ｉ
利
活
用
の
現
状
と
課
題

C
I
P
O
T

金
融
庁
金
融
庁  

総
合
政
策
局

総
合
政
策
局  

国
際
室
国
際
室  

国
際
企
画
調
整
官

国
際
企
画
調
整
官  

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
前
・
金
融
庁

（
前
・
金
融
庁  

総
合
政
策
局

総
合
政
策
局  

リ
ス
ク
分
析
総
括
課

リ
ス
ク
分
析
総
括
課  

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
長
）　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
長
）　
牛
田
牛
田  

遼
介
遼
介
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は
じ
め
に

　
近
年
、
人
工
知
能
（Artificial 

Intelligence

：
以
下
、「
Ａ
Ｉ
」
と

い
う
）技
術
の
進
展
は
目
覚
ま
し
く
、

金
融
業
界
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
活

用
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。特
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
は
デ
ー
タ
分
析
の
高
度

化
、
顧
客
対
応
の
効
率
化
、
与
信
判

断
の
自
動
化
な
ど
、
既
存
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
を
も
た
ら
す
と
と

も
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

創
出
を
も
促
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
、
２
０
２
５
年
３
月

に
金
融
庁
が
公
表
し
た
「
Ａ
Ｉ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
（
第
１
・

０
版
）
〜
金
融
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

の
健
全
な
利
活
用
の
促
進
に
向
け
た

初
期
的
な
論
点
整
理
〜
」（
以
下
、「
本

Ｄ
Ｐ
」
と
い
う
）
は
、
金
融
機
関
等

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
国
際
的
な
議
論

の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
等

に
お
け
る
従
来
型
Ａ
Ｉ
（
注
１
）
お

よ
び
生
成
Ａ
Ｉ（
注
２
）の
ユ
ー
ス

ケ
ー
ス
や
課
題
認
識
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

構
築
に
向
け
た
事
例
な
ど
を
整
理

し
、
今
後
の
対
話
に
向
け
た
初
期
的

な
論
点
お
よ
び
金
融
庁
と
し
て
の
今

後
の
対
応
方
針
を
提
示
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

　
本
Ｄ
Ｐ
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ

る
課
題
や
当
該
課
題
克
服
に
向
け
た

取
組
事
例
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
金
融
庁
と
し
て
も
、
本
Ｄ
Ｐ

の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
金
融
機
関
等

が
Ａ
Ｉ
の
利
用
用
途
に
応
じ
た
リ
ス

ク
を
適
切
に
特
定
・
評
価
し
た
う
え

で
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
期

待
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
他
方
で
、
Ａ
Ｉ
技
術
は
依
然
と
し

て
発
展
途
上
で
あ
り
、
そ
の
適
用
範

囲
や
リ
ス
ク
も
多
様
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
法
的
課
題
は

個
人
情
報
保
護
、
差
別
禁
止
、
知
的

財
産
権
、
説
明
責
任
、
損
害
賠
償
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿

で
は
、
金
融
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
、

特
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
際
し
て

留
意
す
べ
き
法
的
論
点
に
つ
い
て
整

理
・
分
析
す
る
。
多
岐
に
わ
た
る
法

的
論
点
の
中
で
も
、
本
Ｄ
Ｐ
で
言
及

さ
れ
た
金
融
機
関
等
が
課
題
と
し
て

挙
げ
る
法
的
論
点
（
個
人
情
報
保
護

お
よ
び
知
的
財
産
権
）
に
焦
点
を
当

て
解
説
を
行
う
。

　
ま
た
、
今
般
制
定
さ
れ
た
「
人
工

知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活

用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

「
Ａ
Ｉ
推
進
法
」
と
い
う
）
は
、
Ａ

Ｉ
技
術
の
利
活
用
に
対
す
る
国
の
基

本
的
方
針
を
定
め
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
適
正
か
つ
効
果
的
な
利
用
を
促

Ａ
Ｉ
活
用
を
め
ぐ
る

Ａ
Ｉ
活
用
を
め
ぐ
る
金
融
動
向
と
そ
の
法
的
留
意
点

金
融
動
向
と
そ
の
法
的
留
意
点

　　
22　
金
融
分
野
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
と
法
的
課
題

　
金
融
分
野
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
と
法
的
課
題

　
　
　
―
個
人
情
報
保
護
と
知
的
財
産
権
を
中
心
に
―

　
　
　
―
個
人
情
報
保
護
と
知
的
財
産
権
を
中
心
に
―

C
I
P
O
T

中
央
総
合
法
律
事
務
所

中
央
総
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士
　

弁
護
士
　
谷谷  

　
崇
彦

　
崇
彦
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は
じ
め
に

　
暗
号
資
産
の
日
本
国
内
に
お
け
る

利
用
口
座
数
は
、
２
０
２
５
年
１
月

時
点
で
延
べ
１
２
０
０
万
口
座
を
超

え
、
預
託
金
残
高
も
５
兆
円
以
上
に

達
す
る
な
ど
、
暗
号
資
産
取
引
は
、

大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。
他
方
、
暗

号
資
産
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年

４
月
１
日
施
行
の
資
金
決
済
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、「
資
金
決
済
法
」

と
い
う
）に
お
い
て
、暗
号
資
産（
当

時
は
、「
仮
想
通
貨
」）
交
換
業
者
に

対
す
る
登
録
制
が
設
け
ら
れ
て
以

降
、
暗
号
資
産
の
流
出
を
含
め
た
不

適
切
事
案
等
を
踏
ま
え
、規
制
強
化
、

制
度
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
暗

号
資
産
に
関
連
す
る
投
資
被
害
は
、

後
を
絶
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
金
融
庁
は
、
本

年
４
月
10
日
、「
暗
号
資
産
に
関
連

す
る
制
度
の
あ
り
方
等
の
検
証
」
と

題
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー

パ
ー
（
以
下
、「
本
Ｄ
Ｐ
」
と
い
う
）

を
公
表
し
た（
同
年
５
月
10
日
ま
で
、

意
見
募
集
さ
れ
た
）（
注
１
）。
そ
し

て
、
同
年
６
月
25
日
の
金
融
審
議
会

に
お
い
て
、
金
融
担
当
大
臣
よ
り
、

暗
号
資
産
を
め
ぐ
る
制
度
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
が
諮
問
さ
れ
て
お

り
、
暗
号
資
産
制
度
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
（
注
２
）。

　
本
Ｄ
Ｐ
で
示
さ
れ
た
内
容
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
議

論
の
土
台
と
し
て
、
今
後
の
暗
号
資

産
規
制
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
本
Ｄ
Ｐ
の
内
容
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

一 

　
暗
号
資
産
の
取
引
の

動
向
等

１　

暗
号
資
産
取
引
の
現
状

　
ま
ず
、
本
Ｄ
Ｐ
に
お
い
て
は
、
暗

号
資
産
取
引
の
現
状
に
つ
い
て
、
概

要
、
次
の
よ
う
な
整
理
が
な
さ
れ
て

い
る
。

・ 

暗
号
資
産
に
関
し
て
は
、
そ
の
決
済

手
段
性
等
に
着
目
し
て
、
資
金
決
済

法
に
お
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
、
暗
号
資
産
は
、
決
済
手
段
と

し
て
の
利
用
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、

主
と
し
て
、
投
資
対
象
と
し
て
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
（
暗
号
資
産
の
投

資
対
象
化
の
進
行
）。

・ 

Ｗ
ｅ
ｂ
３
（
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
を
活
用
し
た
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
ビ
ジ
ネ
ス
の
健
全
な
発
展
は
、

社
会
問
題
を
解
決
し
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て

お
り
、
暗
号
資
産
取
引
の
拡
大
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し

た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
発
展
さ

せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
リ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

「
暗
号
資
産
に
関
連
す
る
制
度
の
あ
り
方
等
の
検
証
」
の
概
要

「
暗
号
資
産
に
関
連
す
る
制
度
の
あ
り
方
等
の
検
証
」
の
概
要

〜
暗
号
資
産
規
制
の
方
向
性
に
つ
い
て
〜

〜
暗
号
資
産
規
制
の
方
向
性
に
つ
い
て
〜

堂
島
法
律
事
務
所

堂
島
法
律
事
務
所  

弁
護
士

弁
護
士
　　
柳柳  

　
勝
久
　
勝
久

今
月
の
解
説
①
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は
じ
め
に

　
金
融
犯
罪
が
急
増
し
て
お
り
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
。
金
融
犯
罪
が

多
発
す
る
金
融
機
関
は
捜
査
当
局
か

ら
の
指
導
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が

大
き
い
ほ
か
、
評
判
・
信
用
の
失
墜

な
ど
、
業
務
面
で
の
負
の
影
響
も
測

り
し
れ
な
い
が
、
金
融
犯
罪
対
策
は

従
来
の
マ
ネ
ー・ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ・

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
（
以
下
、「
Ａ

Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
」
と
い
う
）
の
枠
組

み
で
は
対
処
で
き
な
い
面
も
あ
り
、

難
度
の
高
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
金
融
犯
罪
の
変
遷
と
現

状
を
概
観
し
、
金
融
機
関
が
留
意
す

べ
き
点
を
解
説
す
る
。

一
　
金
融
犯
罪
の
変
遷

　
足
元
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
を
中

心
に
金
融
犯
罪
が
急
増
し
、
金
融
犯

罪
対
策
に
関
す
る
捜
査
当
局
等
か
ら

の
対
処
へ
の
要
請
が
強
ま
り
、
緊
迫

度
も
増
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金

融
犯
罪
対
策
の
緊
迫
化
は
、
今
回
に

限
ら
ず
、
２
０
０
０
年
代
以
降
で
数

回
み
ら
れ
る
。
今
次
の
金
融
犯
罪
へ

の
対
策
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
過

去
の
主
な
金
融
犯
罪
の
拡
大
期
と
対

策
の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
み
る
（
図

表
１
参
照
）。

１ 　

第
１
期
：
偽
造
・
盗
難
カ
ー

ド
被
害
の
拡
大

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
磁
気
デ
ー

タ
を
盗
み
取
る
ス
キ
ミ
ン
グ
や
仮
睡

者
な
ど
か
ら
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
盗
難
に
よ
る
被
害
が
発
生
・
拡
大

し
、
被
害
に
遭
っ
た
預
金
者
へ
の
被

害
補
償
な
ど
を
定
め
た
預
金
者
保
護

法
（
偽
造
カ
ー
ド
等
及
び
盗
難
カ
ー

ド
等
を
用
い
て
行
わ
れ
る
不
正
な
機

械
式
預
貯
金
払
戻
し
等
か
ら
の
預
貯

金
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
）
が

成
立
し
た
。
銀
行
業
界
で
は
全
国
銀

行
協
会（
以
下
、「
全
銀
協
」と
い
う
）

が
預
金
者
の
過
失
の
程
度
に
応
じ
て

補
償
割
合
を
定
め
る
申
合
せ
を
実
施

し
た
。

２ 　

第
２
期
：
特
殊
詐
欺
の
社

会
問
題
化

　
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

が
急
増
し
、
不
正
口
座
の
凍
結
や
残

金
の
被
害
者
分
配
を
定
め
た
振
り
込

め
詐
欺
救
済
法
（
犯
罪
利
用
預
金
口

座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復

分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
）

が
成
立
す
る
。
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議

に
て
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の

た
め
の
行
動
計
画
２
０
０
８
」
が
策

定
さ
れ
、
特
殊
詐
欺
対
策
を
官
民
で

強
化
さ
れ
た
。
会
社
法
改
正
に
よ
る

会
社
設
立
の
際
の
最
低
資
本
金
引
下

げ
か
ら
、
投
資
詐
欺
を
企
図
し
た
会

社
設
立・法
人
口
座
開
設
が
急
増
し
、

警
察
庁
は
全
銀
協
に
「
法
人
口
座
開

設
の
審
査
厳
格
化
」な
ど
の
対
策
を

要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３ 　

第
３
期
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
（
Ｉ
Ｂ
）
不

正
送
金
の
急
増

近
時
の
金
融
犯
罪
被
害
の
実
態
と

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
対
策

今
月
の
解
説
②

Ｐ
ｗ
Ｃ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
有
限
責
任
監
査
法
人 

チ
ー
フ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ア
ナ
リ
ス
ト　

井
口 

弘
一


